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 １つ　親も子も、早寝、早起きして規則正しい生活につとめます。 ４つ　親も子も、家事を分担し、役割を果たすようにつとめます。

 ２つ　親も子も、進んであいさつするようにつとめます。            ５つ　親も子も、隣近所と仲良くし、社会参加につとめます。

 ３つ　親も子も、何でも話しあえるようにつとめます。                                                                                    〈家庭のちかい〉

『大人が変われば、子どもも変わる』
（いわき市青少年育成市民会議）

『地域の子どもは、地域で見守り育てる』
（いわき市青少年育成市民会議）

《毎月第３金曜日は街頭補導活動強化の日／毎月第３日曜日は家庭の日》

　８月25日、文化センター大ホー
ルにおいて「第17回いわき市青
少年育成大会」が開催され、少年
補導員や青少年育成市民会議など
から約70人が参加しました。
　昨年に引き続き、少年の地域活
動を積極的に支援するため、中学
生１人、高校生５人のボランティ
アを受け入れての運営となりまし
た。
　意見発表では、小学生１人、中
学生４人が、いじめをなくすため
にできること、多様性を知ること
の大切さ、地域活動の中で得た学
びや気づきなどを力強く発表し、
参加者は熱心に聞き入っていまし
た。
　記念講演では、針生ヶ丘病院・
公認心理師の大森洋亮氏に「困難
な状況を克服するには～折れない
こころを育てる～」と題し、苦し
い局面に遭遇した際の心の持ち
方、親子間でのコミュニケーショ

　補導員の皆さまには、地域の子
どもたちの健全育成にご尽力いた
だき、感謝申し上げます。
　補導活動における私たちの役割
で大切なことは、地域社会の中で
子どもたちとの信頼関係を築くこ
とです。そのためには、私たちが
日常的に子どもたちと接点を持
ち、顔を合わせる機会を増やすこ
とが重要です。いわゆる『見える

　本日、いわき市少年補導員制度発足60周年記念事業の開催にあたり、一言御挨拶申し上げます。
　皆様には、日ごろより、街頭補導活動を通して青少年の非行防止や安全確保に御尽力いただき、厚く御礼申
し上げます。
　昭和39年の少年補導員制度発足以来、補導活動は、青少年の健全育成に極めて重要な役割を果たして参り
ました。そして、そのあり方を時代の潮流に応じ見直しながら、60年たった現在においても、その活動は地
域の子どもたちの健全な育成を推進するための一翼を担い続けております。
　近年、子どもたちを取り巻く環境は時代とともに大きく変化しており、街頭補導活動における、飲酒や喫煙
などの行為は、ほぼ見られなくなった一方、インターネット・ＳＮＳの利用が拡大し、青少年が意図せず有害
情報に触れたり、大人の目が届かない場所で犯罪やいじめ等のトラブルに巻き込まれるケースが年々増加して
おります。
　このような中、子どもたちが心身ともに健やかで、たくましく思いやりに溢れる人間として成長していくた
めには、地域の大人が見守っているということが伝わるよう、きめ細やかに声かけをしながら、『見える補導・
見せる補導』を実施することが非常に重要であると考えております。
　本日は、浜通り少年サポートセンター長である柳橋　宏美（やなぎはし　ひろみ）様に、「非行少年の現状
や近年の補導のあり方」と題し記念講演をいただきますので、コロナ禍を経た後の補導活動のあり方など、今
後の活動の一助としていただければと存じます。
　皆様には引き続き、子どもたちの健やかな成長のために、深い愛情を持って補導活動に取り組んでいただき、
子どもたちへの適切な御指導・御支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
　結びに、いわき市少年補導員連絡協議会のますますの御発展と、お集まりの皆様の御健勝、御活躍をお祈り
申し上げまして、挨拶といたします。

　いわき市少年補導員各方部会では、市内各地で開催される行事等に合わせ、特別補導を実施しております。
今年も暑い中、各方部の皆さんに活動いただきました。

ンについて、実例や実技を交えな
がら説明していただきました。

【意見発表者】
・藤木　亮成さん（小名浜西小）
  「のびのびと生きていくために」
・鈴木　瑠奈さん（平第三中）
  「『自分らしく』生きる」

補導・見せる補導』が、その基盤
となります。
　コロナ禍が収束し、地域のイベ
ントでも、子どもたちの姿を多く
見かけるようになりました。その
場で子どもたちに声かけをする
と、しっかりと応答してくれます。
　ちょっとした機会ですが、子ど
もたちは、私たち補導員を目にす
ることで「自分たちを見守ってく

・佐藤　佳亮さん（小川中）
  「居心地のいい社会にするために」
・平　純伎さん（江名中）
  「社会を明るくするために」
・樫村　実優さん（錦中）
  「一人一人がお手本で」

れる大人がいる」という意識を持
てるのだと思います。同時に、私
たちも彼らの言動や変化に気づく
ことができ、より適切な支援やア
ドバイスにつながると考えます。
　多くの機会で子どもたちとの接
点を増やし、相互理解を深めると
ともに、地域全体で子どもたちを
見守る環境づくりも大切です。私
たち補導員が積極的に活動するこ
とで、地域の方々にもその姿勢が
伝わり、ともに子どもたちを見守
る意識が広がっていくことを期待
しています。

「記念講演：針生ヶ丘病院公認心理師　大森　洋亮　氏」

「柳橋氏の話を熱心に聴講する補導員の様子」

いわき市少年補導員連絡協議会　会長　梛良　幸広

いわき市教育委員会　教育長　服部　樹理

『見える補導・見せる補導』で、
相互理解を深めよう

市少年補導員制度発足60周年記念事業　教育長挨拶

第17回いわき市青少年育成大会

いわき市少年補導員制度発足60周年記念事業 市少年補導員制度発足60周年記念事業より
～各方部会集合写真～

令和６年度夏季における特別補導の様子

　昭和39年に、少年補導員の配置について定めた『平
市少年センター条例（昭和41年に市条例となる）』が制
定され、市の少年補導員制度が発足しました。制度発足
60周年となる今年度は、５月31日に「いわき市少年補
導員制度発足60周年記念事業」を実施いたしました。
　記念講演会では、浜通り少年サポートセンター長の柳
橋宏美氏に「非行少年の現状や近年の補導のあり方」と
題し、市内における補導活動の実態をお話いただき、参
加した補導員は熱心に聞き入っていました。
　交流会では、補導員相互の情報や意見の交換により、
補導員同士の更なる連帯感が生まれました。 「記念講演：浜通り少年サポートセンター長　柳橋　宏美 氏」

平東方部 平西方部 小名浜方部

勿来方部 常磐方部

内郷方部 四倉・久之浜方部

常磐方部（8/1　金魚つかみ大会）

小名浜方部（8/3　花火大会）平東方部（8/6　七夕祭り） 平西方部（8/8　いわきおどり）勿来方部（8/13　金山盆踊り）

内郷方部（8/14・15　回転やぐら盆踊り） 四倉・久之浜方部（8/26　朝のあいさつ運動）
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（少年補導員一日体験教室）事業紹介

補導日誌から（令和５年度）

　私は月に一度、青パト車で巡回しながら補導をし
ています。そこは補導員同士の情報交換の場にも
なっています。
　私が補導員になった頃は、電車通学で遅刻をする
学生を数人見かけましたが、今は一人もいません。
金髪の学生も見かけません。学生が真面目になった
のでしょうか。		
　私の家の前は登校班の集合場所なので朝、外に出
ると、小学生が挨拶をしてくれます。夏休み明けの
始業日には、荷物をたくさん抱えて登校する姿に、
元気をいただいた気持ちになりました。
　これからも声かけ・見守り活動を通して地域の子
どもたちと関わっていきたいと思います。

　少年補導員を始めて１年が経ちました。
　補導員を始める前は「補導」という言葉から、取
り締まりをイメージしておりましたが、主な活動は
声かけによる子どもたちの健全育成と犯罪（非行）
の未然防止です。	
　私は、主に夕方の通学路パトロールに参加してお
りますが、冬季の下校時間は、想像以上に暗く、狭
い道や死角も多く存在しております。子どもたちの
補導だけではなく、保護という観点から見ても、不
審者対策として私たちのパトロールは、大変意義の
ある活動であると感じております。
　今後も補導員の先輩方をお手本として、地域の子
どもたちが、安心・安全に生活できるように見守り

活動を通して、大人と子どもの「きずな」づくりが
出来ればと考えております。

　私は、補導員として活動して23年になります。
随分と長く続けてきたことにびっくりしています。
　震災後は車での補導が主になって、その後はコロ
ナ禍もあり、なかなか歩く補導ができていませんで
したが、４月から徒歩補導が再開され、子どもたち
に積極的に声かけする機会が増えました。８月の夕
方の徒歩補導では、いわき駅前ペデストリアンデッ
キに集まっていた中高生に「気をつけて帰ってね
～！」と声をかけると「さよなら！」と元気な声が
返ってきて、私たちもうれしい気持ちになりまし
た。	 	 	
　インターネット環境が急速に整備され、今の時代
は対面よりもスマートフォンとかかわる時間が圧倒
的に長いと思います。しかし、子どもたちの元気な
声を聞いて、私も補導員として少しでも多くの子ど
もたちを見守っていければと考えるこの頃です。

　私は昨年、息子が高校を卒業したのを機に少年補

令和６年度『福島県青少年育成県民会議会長表彰要綱に基づく会長表彰』受賞者

［青少年指導者の部］　奥村　幸雄氏（いわき市少年補導員常磐方部会）
令和６年度『福島県青少年育成県民会議会長表彰要綱に基づく会長表彰』受賞者

［青少年指導者の部］　山﨑　雅弘氏（いわき市少年補導員小名浜方部会）

導員を始めました。活動としては、月に一度の青パ
ト車での巡回、回転やぐら盆踊り大会や早朝駅前で
の特別補導などを行っています。
　夕方の時間帯に巡回すると、主に高校生の下校の
時間と重なり、声かけをすると頭をさげてあいさつ
を返してくれます。今年の回転やぐら盆踊り大会で
も、小・中学生などに声をかけたら素直な返事が返っ
てきて、とてもあたたかい気持ちになりました。ま
た、少年アドバイザーの方や先輩補導員の皆さんか
ら様々な情報をいただき、勉強になっています。
　これからも地域の子どもたちが安心して過ごせる
ように見守っていきたいと思います。

　巡回パトロール中、子どもたちは、私たちの存在
になかなか気がつきません。おしゃべりしている子、
一人で歩いている子、ふざけあっている子など、そ
の様子は様々です。ところが、スピーカーから「こ
んにちは」とひとこと発するだけで、一気に注目を
浴びます。そこで「車に気をつけるんだよ」「暑い
から早く帰るんだよ」など、さりげなく声をかける
と、元気な返事が返ってきます。
　また、私はよく散歩がてら出会う子どもたちに声
をかけています。「おはようございます」「こんにち
は」何気ない挨拶でも、きちんと返事が返ってきま
す。小学生は向こうから、中学生はこちらから、声
をかける傾向にあります。たまに声をかけて空振り
する時もありますが、地域の子どもたちを見守る大
人として、今後も声をかけていきたいと思います。

　もうすぐクリスマス。クリスマスといえばプレゼ

ントですね。今の子どもたちがプレゼントに欲しい
ものといえば、ゲームに関連するものが多いのでは
ないでしょうか？でも最近そのゲームでのやりとり
をきっかけに子どもたちが性犯罪に巻き込まれる被
害が相次いでいて、特に小学生の被害が増えている
という記事を目にしました。今はオンラインゲーム
が主で、面識のない人と複数人で楽しむことも珍し
くありません。もしその中に、子どもたちを狙った
犯罪者が紛れていたとしても、気付くことはできる
でしょうか。多くの小学生が利用するゲームが性被
害の入り口になっているというのは、とても心配な
ことです。もしゲームをプレゼントする場合は、オ
ンラインゲームの特性や危険性、安全な使い方など
をぜひ話し合ってみてください。

　「うえだ・ふれあい広場」は、植田駅舎内で、地
域の皆様からご協力を頂き青少年の健全育成、高齢
者の見守りなどの活動をしている民間の防犯ボラン
ティア団体の活動拠点です。勿来駅前の「関の子広
場」も同様です。	
　平成22年２月26日に開所してから14年が経ちま
すが、コロナ禍で、長い間活動中止に追い込まれた
ことが心から消えません。しかし、収束後は、活動
も再開し、９月１日の第26回なこそ鮫川花火大会
を見る為、駅から降りてくる浴衣姿の若い人たちを
見ていると、この「うえだ・ふれあい広場」は、駅
を利用する人たちにとっての安全安心の拠点になっ
ていると感じます。これからも、この活動が継続で
きることを望んでいます。

補導員　安達　貴美子四倉・久之浜方部

見守り活動をしながら見守り活動をしながら

補導員　佐藤　純一常磐方部

少年補導員として少年補導員として

補導員　野口　春惠平西方部

補導員を続けて見えてきたこと補導員を続けて見えてきたこと

補導員　佐川　ふみ代内郷方部

少年補導員を始めて少年補導員を始めて

補導員　根本　浩一平東方部

クリスマスプレゼントにはクリスマスプレゼントには
ゲームという方へゲームという方へ

補導員　大野　英城小名浜方部

『さりげなく何気なく』『さりげなく何気なく』

補導員　三戸　進勿来方部

「うえだ・ふれあい広場から」「うえだ・ふれあい広場から」

いわき市少年補導員募集中！～地域の子どもたちを見守り育てる活動に参加しませんか～

気になった方はこちらへお気軽におかけください　
《☎0246-22-7558（いわき市教育委員会事務局生涯学習課青少年係）》

　少年補導員一日体験教室は、小・中学生の保護者を対象に街
頭補導業務体験を通して、補導員の活動や青少年の行動実態を
認識していただくとともに、少年補導員の新たな人材の発掘及
び育成を図る事を目的に毎年開催しています。
� （令和６年度：平西方部、令和７年度予定：平東方部）

　街中で見かける青パト車に自分が
同乗し補導員の活動をするとは思い
ませんでした。地域を知るため積極
的に行ってきたＰＴＡ活動のお陰
で、平地区に沢山のＰＴＡ仲間が出
来ました。卒業に伴い寂しさを感じ
ていた時に補導員のお誘いを受け、
早速見習い修行中です。挨拶できる
新しい仲間が増える経験は、大人で
も嬉しく感じます。子どもたちにも
温かい声をかけ、地域の安全安心に
役立っていきたいと思います。

街頭補導実施状況

街頭補導を体験する参加者

　令和５年度は、小名浜方
部の保護者８人にご参加い
ただき、本市の少年補導の
概要や補導員の心得などを
説明した後、補導車による
巡回での見守りや商業施設
など街頭での声かけを体験
していただきました。

平東方部　補導員
前田　二三江

　知識も経験もない私に「少年補導
員をやってみませんか？」と声をか
けて頂き活動を始めて１年が経ちま
した。迷いはあったもののこの内郷
で４人の子どもを育ててもらった恩
返し、と言ってはおこがましいです
が、少しでもお役にたちたいと思い
引き受けました。
　子どもたちが下校する中「何年
生？」「今日部活は？」の声かけに
足を止めて素直に話してくれる姿に
癒しをもらっています。
　今後ともよろしくお願いします。

　令和５年度は、年間で912回、延べ1,625人の少年補導員が活動
しました。指導件数は「自転車の二人乗り６人、無灯火９人」「そ
の他23人（中学生のゲームセンター立入７人、自転車ノーヘルメッ
ト９人、道路の横切り１人、公共の場での男女の不適切行動６人）」
でした。
　また、街頭補導では犯罪や非行の未然防止に併せ、子どもたちの
安全確保を目的として、不審者情報箇所周辺や通学路防犯危険箇所

内郷方部　補導員
井上　恵子

での見守り活動「見える補導・
見せる補導」を実施していま
す。令和５年度は、不審者情報
に関わる巡回を468回、通学路
危険箇所の巡回を152回実施し
ました。今後も悪質な行為の抑
止力となれるよう継続した巡回
を行っていきます。

・�徒歩補導中に、高校生に声をかけ、自転車が無灯火になっている旨を伝えた。「気づかなかった
ので声をかけてもらって良かった」と言われた。
・�県立高校入試の合格発表当日に、合格書類を持って学校へ向かう生徒を多数見かけた。声をか
けると「うれしいです!!」と喜びの言葉が返ってきた。
・�ゲームセンター二階でカートゲームをしている若い女性を見かけた。高校生かと思い声をかけたが、29歳だと
言われてしまった。
・�下校中の中学生とともに、地下歩道を歩いた。「ここは夜になると暗くて少し怖い」と話してくれた。出口で気
をつけて帰るよう見送った。
・�夏季特別補導で除菌ティッシュを配布した。受け取りを拒否する人もいたが、高校生へ渡すととても喜んでくれた。

街頭補導 活動リポート
フレッシュな補導員から

一言

フレッシュな補導員から

一言


